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令和５年１０月１１日  市長定例記者会見 

 

 

 

 

１ 概要 

１１９番通報において、通報者からスマートフォンで撮影した映像を受け取ることができる映像通 

報システム「東広島市消防局ライブ１１９」の運用を開始する。 

  現在は、主に音声の通報により、災害現場の状況や傷病者の状態を聞き取り、状況を判断している

が、詳細な現場の状況や傷病者の重篤な兆候が分からない場合があった。また、聞き取った内容から

応急手当を指導しているが、適切に応急手当が行われているかは不明だった。 

  このたび、「東広島市消防局ライブ１１９」の導入により、災害現場の様子をリアルタイムに把握

することができ、迅速な救急・消防活動につなげ、救命率の向上を目指す。 

 

２ システムのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 導入効果 

（１）傷病者の状態、事故、火災の状況を視覚的に確認できる 

   音声だけでは確認が難しい詳細な現場の情報を映像により迅速に確認することで、必要な部隊を

出動することができ被害の軽減につながる。 

（２）通報者に対して、応急手当を詳しく指導することができる 

   応急手当が必要な傷病者に対して応急手当を行うため、消防から通報者へ動画を送信する。その

動画を見ることで適切な応急手当を行うことができる。 

（３）出動中の救急隊、消防隊と映像の共有ができる 

   送られてきた映像は出動中の救急隊や消防隊、救助隊と共有可能。映像を共有することで救急隊

や消防隊、救助隊は到着するまでに活動体制を整えることができる。 

消防局 指令課 

電話：082-422-0119 

映像通報システム「東広島市消防局ライブ１１９」の運用開始 
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４ 運用開始 

  令和５年１１月９日（木） 

 

５ イメージロゴ 

 

                       このシステムで、「多くの命を救う」という思いを 

こめ、「ライフ（命）」と「ライブ（電波をイメージ 

した濁点）」を掛け合わせたロゴを作成。 

                       「東広島市消防局ライブ１１９」運用開始に向け、 

広報・ＰＲ活動に使用する。 

  

                    

 

 

 


